































増加率、 BUⅣ、 K、 P)の収集、血液透析患者自己管理行動尺度および高齢者向け生きがい感スケ
ール(K- I式)を使用し、自己管理行動と生きがい感を測定した。収集データは、基本統計量、七
検定、 xB検定、一元配置分散分析、相関、重回帰分析をSPSS15.OJforWindow畠にて行い、検
討・した。
結果
維持透析患者の生きがい感には配偶者、就労状況(無職)、趣味、友人、近所付き合い、ボラン
ティア活動が直接影響していることが確罷されたBまた、 `高い生きがい感を持iDことが意欲的な
自己管理行動につながることが示唆された。
考察
老年期の維持透析患者にとって他者とのつながりは非常に重要であり、このつながりを通し
て、役割の遂行や存在価値を感じることが生きがい感を向上させていると示唆された。また、生
きがい感を高めることは、 QOLの向上のみならず、良好な自己管理行動にも影響を与えている
ことが確認された。看護者には患者が孤立感を抱くことのないよう、他者との関わりを強く、さ
らに広めるような介入が求められる。また、看護者との関わりも他者とのつながりの一つである
ことを常識し、意図的に関わるという姿勢が必要であると考える。
総括
1.維持透析患者の属性および生活状況の中で、年齢は食事療牡や水分制限の自己管理行動にの
み直接影響しており、就労状況(常勤)は透析患者に必要な自己管理行動全般に直接影響してい
ることが確認できた。
2ニ維持透析患者の属性および生活状況の中で、家族構成(配偶者)、就労状況(無職)、趣味、友人、
近所付き合い、ボランティア活動が生きがい感に直接影響していることが確認された。
乱　高齢期にある維持透析患者には、他者とのつながりが生きがい感の重要な要素であり、その
つながりを通して、役割を担い、存在価値を感じることが様々な制限された透析生活を支え
ていると示唆された。
4.維持透析患者の自己管理行動と生きがい感には相互関係が成立した。高い生きがい感がある
と自己管理行動全般を意欲的に行えるようになり、また食事や水分管理を行うことが生きが
い感を向上させることにつながっていると示唆されたこ
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200宇程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。・
